
本学と自治体・産業界等との協定に基づく連携実績一覧

連携先一覧（平成２５年度）

協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

名張市
名張市と皇學館大学との連携に関
する協定書

平成19年3月19日

（１）地域文化の振興
（２）福祉の推進
（３）生涯学習
（４）地域の活性化
（５）快適環境の創造
（６）その他必要な事項

（１）各種委員・講師等の教員派遣
　　⇒延べ　名。
（２）名張ふるさと講座の実施（年2回）
　　⇒①「初瀬街道の旅人 ―松阪から名張へ― 」
　　　 ②｢お蔭参りを歩こう ～名張市一の鳥居から～｣

（１）各種委員・講師等教員派遣
     ⇒延べ35名。
（２）1年次必修科目「伊勢学」（地域学）１コマ（行政経営課）
     ⇒講師：伊勢市長　　～これからの伊勢～
     ⇒学年：１年生全員他758名。
（３）伊勢市環境フェアへの出展（環境課）
     ⇒～昆虫実験プログラム「虫はかせになろう！！」～　教育学部。
（４）学校ボランティア　(学校教育課)
　　 ⇒教員志望の学生が、伊勢市の小中学校や幼稚園において教育活動を支援。
　　 ⇒12校に本学学生33名参加。
（５）情報調査室との共同研究
　　 ⇒成果物『伊勢市×皇學館大学共同研究事業　統計から見る伊勢市のすがた』
　　 　 平成25年3月刊行
（６）受託事業：皇學館大学と伊勢市との協働による外国人短期留学生招聘及び
　　　「伊勢と日本」情報発信プログラム（観光企画課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受託金額：4,150,000円（消費税込）
　　 ⇒平成26年2月24日～3月15日。外国人短期留学生13名参加。

（７）受託事業「伊勢市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定支援業務」（生活支援課）
　　　⇒平成26年11月13日～26年3月31日。　受託金額：1,803,694円（消費税込）
（８）受託事業「運動効果検証及びルート検証業務」
　　 ⇒教育学部教育学科身体運動学研究室と共同で健康づくりのための市内
　　 　 ウォーキングマップ作成・効果とルート検証。（健康課）
　　　　平成25年4月1日～26年3月31日。　　　受託金額：600,000円（消費税込）
（９）伊勢市からの支援
　　 建物の無償貸与「地域活動拠点スペースの無償提供」
　　　⇒伊勢市観光文化会館「駅前ちょっとラボ」平成24年8月～

みえ熊野学研究会 協定書 平成20年4月21日

（１）研究会の目的（東紀州地域のための官民協働
の地域額シンクタンクとして地域内外の研究者等を
ネットワーク化し、調査研究しその成果を広く発表
する）の達成。
（２）大学の教育活動、調査研究活動
（３）巡回講座、出前授業をはじめ各種活動など生
涯学習の充実
（４）施設の利用
（５）必要と認める事項

（１）講師等の教員派遣
　　⇒延べ4講座。
　　　１）熊野信仰と伊勢信仰　なぜ熊野は「日本人の心のふるさと」なのか（2回）
　　　　①花の窟とお綱かけ神事
　　　　②フィールドワーク
　　　２）公開講座・熊野道中記シンポジウム・巡回講座（地域内）（1回）
　　　　①風土が生んだ名作　佐藤春夫『山妖海異』の世界
　　　３）みえ熊野学フォーラム・シンポジウム開催（1回）

伊勢市
伊勢市と皇學館大学との連携に関
する協定書

平成20年7月11日

（１）地域文化の振興
（２）福祉の推進
（３）生涯学習の振興
（４）地域の活性化
（５）環境の保全・再生
（６）教育の充実
（７）その他必要な事項



本学と自治体・産業界等との協定に基づく連携実績一覧

協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

三重県立博物館
皇學館大学と三重県立博物館との
連携に関する覚書

平成24年12月25日

（１） 三重県の文化振興における重要なパートナー
として、相互に連携協力する。
（２）双方に連携協力・連携調整の窓口を設置し、連
携協力体制を構築する。
（３）双方が有する知的資産と、県内外の関連する
歴史・文化資産の保全及び活用方法について協議
及び試行を行う。
（４）その他、双方の相互発展に関する事項につい
て協力する。

相互協力協定に向け、具体的な協力内容を検討。

三重県社会福祉協議会
皇學館大学と三重県社会福祉協
議会との連携に関する協定書

平成25年2月15日

（１）地域福祉推進活動に関すること
（２）地域福祉を担う人材の育成に関すること
（３）新たな地域連携のモデル構築に関すること
（４）その他前条の目的を達成するために必要と認
められる事項

スターティングプロジェクト
（１）専門職教育・養成に関する調査研究
（２）生活困窮者の実態調査
　　⇒教員1名・学生5名参加。

明和町
皇學館大学と明和町との包括連携
に関する協定書

平成25年3月25日

（１）地域の歴史や文化の振興に関すること。
（２）地域の活性化に関すること。
（３）教育の充実に関すること。
（４）福祉の推進に関すること。
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認
められること。

（１）各種委員・講師等の教員派遣
　　⇒延べ４名。
（２）埋蔵文化財発掘調査の実施
　　　⇒平成25年8月1日～9月20日　教員1名・学生16名。
（３）古民家調査の実施
　　　⇒平成25年10月　 ～26年3月　教員1名・学生11名。
（４）「斎王まつり」雅楽部出演
　　　⇒平成25年6月　　   　　　　　　　教員1名・学生9名参加。

公益財団法人
三重こどもわかもの育成財
団

学校法人皇學館 皇學館大学と公
益財団法人三重こどもわかもの育
成財団との
連携に関する協定書

平成25年11月1日

（１）乙における児童・青少年の育成推進活動に関
すること
（２）甲及び乙における児童・青少年の育成を担う人
材の育成に関すること
（３）甲における課題解決学修やインターンシップ等
を通じた人材の育成に関すること
（４）その他前条の目的を達成するために必要と認
められる事項

（１）ユースプロジェクト
　　⇒学生が子育て支援や啓発活動に関わりを持つイベントの企画や運営　学生8名。
　　　①オレンジみこし「子ども虐待・いじめ防止啓発キャンペーン」
　　　②「昔あそびの達人大集合！」
（２）インターンシップ
　　⇒こどもの城のスタッフとして就労体験　学生3名。

三重銀行
三重銀総研

皇學館大学と三重銀行及び三重銀
総研との人材育成に関する連携協
定書

平成25年11月19日

（１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科
目提供・実習施設紹介等）やインターンシップ（派遣
先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグ
ローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認
められること

（１）産学協働講座
　三重銀総研が皇學館大学に講師及び教育プログラムを提供し、平成26年度より学部学
生を対象に正課の授業として、キャリアデザイン形成を目的に、「グローバル化と地域の経
済社会」（半期2単位）を開講。
（２）皇學館大学学部教育課程の質的転換に関わる産業界等との連絡協議会の設置
　①短期海外インターンシップの実施検討。
　②国内インターンシップの実施検討。



本学と自治体・産業界等との協定に基づく連携実績一覧

協定先 協定書名 締結年月日 締結内容 事業実績等

百五銀行
百五経済研究所

皇學館大学と百五銀行及び百五経
済研究所との連携協定書

平成25年11月21日

１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科
目提供・実習施設紹介等）やインターンシップ（派遣
先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグ
ローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認
められること

（１）学内企業説明会の実施
　　 ⇒平成25年12月4日。参加企業20社、学生230名参加。
（２）皇學館大学学部教育課程の質的転換に関わる産業界等との連絡協議会の設置。
　①短期海外インターンシップの実施検討。
　②国内インターンシップの実施検討。

三重県農業大学校
皇學館大学と三重県農業大学校と
の間における教育研究交流に関す
る協定書

平成25年12月24日

（１）講義、実習及び共同研究等の実施とこれに伴
う、学生、教員の交流
（２）大学と大学校が相互に関心を有する分野にお
ける人材養成及び人材交流
（３）その他大学と大学校が共に、本協定の目的を
達成するために必要と認めた事項

（１）大学校が、大学に講師及び教育プログラムを提供し、学部学生を対象に正課の授業
として、平成２６年度より文科系の農業関連人材養成を視野に入れた新科目「作物栽培学
講義」（半期2単位）及び「作物栽培学実習」（半期1単位）を開講。
（２）大学が、大学校に講師を派遣し、大学校の職員対象の研修及び学生対象の特別授業
を行う。また、大学校では教養科目の検討を平成２６年度に予定しており、必要に応じて教
養科目の対応も検討。

三重県総合博物館
皇學館大学と三重県総合博物館と
の相互協力協定書

平成26年2月26日

（１）双方の知的資産を活用し、三重に関連する地
域資源の探求・保存継承・活用発信を行うこと
（２）双方の知的資産、および三重に関連する地域
資源を活用し、次世代を育成する活動を行うこと
（３）双方が持つ知的資産を、相互に利用しやすくす
る取組を実施すること
（４）他大学や園館、および関連ある団体とも連携を
推進していく取組を実施すること
（５）その他、両者が必要と認めること

（１）各々の博物館同士を核とした情報発信による社会貢献
（２）三重県総合博物館保有資源の有効活用
（３）学芸員養成課程における教育効果の向上と高い専門性を持つ人材の育成
（４）大学教育における三重県総合博物館保有資源の有効活用
（５）博物館と大学の相互協力から広がる地域の学びの輪
（６）三重県総合博物館活動における大学知的資源の有効活用

第三銀行

皇學館大学と第三銀行との地域活
性化と人材育成
に関する連携協定書

平成26年3月20日

（１）大学における地域課題解決学修（講師派遣・科
目提供・実習施設紹介等）やインターンシップ（派遣
先紹介等）等を通じた人材育成に関すること
（２）大学の教育課程編成に係る地域ニーズやグ
ローバル化を踏まえた提言に関すること
（３）地域の活性化・地域産業の振興に関すること
（４）地域連携のモデル構築に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要と認
められること

（１）皇學館大学学部教育課程の質的転換に関わる産業界等との連絡協議会の設置。
　①短期海外インターンシップの実施検討。
　②国内インターンシップの実施検討。



公開講座一覧（平成２５年度） 

事業名 実施実績 

月例文化講座 

年間テーマ：「現代日本の課題」  

講師：現代日本社会学部 教員  

会場：本学 4 号館 431 教室    

＜講座名＞              ＜講師＞ 

・現代日本学の課題            教授  新田 均 

・日本の医療が変わる           教授  山路克文 

・ひとごとですか、こころの病気と    准教授 榎本悠孝 

こころの障害 

・経済自由主義・マルクス主義・経済  教授  山中 優 

ナショナリズム 

～その現代日本にとっての意味～ 

・社会臨床とまちづくり          教授  筒井琢磨 

・社会情報と人づくり           准教授 藤井恭子 

・神話から見る現代社会の課題     教授  橋本雅之 

来場者：のべ２８５ 名 

古文書講座 

（9 月～12 月） 

テーマ：「近世文書を読む！」 

：「中世文書を読む！」 

－伊勢山田八日市場をめぐる古文書－ 

来場者：のべ５７名 

神道博物館教養講座 

（5 月～11 月） 

年間テーマ：「伊勢の神宮を語るⅡ―日本文化の源流を考える―」 

＜講座名＞ 

・美し国の悠久の祈り  ・悠久の伊勢神宮 

・旅にみるお伊勢参り  ・御装束神宝と文様の美 

来場者：のべ３１１名 

史料編纂所 公開講座 

（９月７日） 

テーマ 

Ⅰ藤原不比等の足跡－貴族の家のはじまり－  

Ⅱ多賀城碑を読む－仲麻呂政権下の一史料－ 

Ⅲ藤原仲麻呂とその政治テーマ「近世文書を読む！」 

来場者：４０名 

現代日本塾 

（4 月～11 月） 

＜講座名＞ 

・夢や目標を持つ事で人は必ず良くなれる―セールスマンからイチゴ

マンへ―脱サラし１から農家に転身した若者の等身大経営 

・これからの地域経済と求められる人材（財）像 

・住み慣れた地域で生活をつづけるために 

  －名張市地域包括支援センターでの取り組みから－ 

・フランスの文化政策について 

・サンマリノ共和国と日本の文化との関係について 

 

・新渡戸稲造の『武士道』精神 

・高校生レストランの仕掛け人が語る 「公務員にできること」 

来場者：のべ８０５名 

 

 

 

 

 

 

 



                                         

  

事業名 実施実績 

研究開発推進センター 

神道研究所公開学術講演会 

（7 月 25 日） 

公開学術シンポジウム 

（11 月 14 日） 

テーマ：伊勢の式年遷宮 

来場者：８１名 

テーマ：東アジア及び東南アジアにおける神仏習合・神仏関係 

来場者：４２名 

 

 

共催講座 

（１）三重大学・皇學館大学シンポジウム 

テーマ「ご遷宮とまちづくり」 

・戦国～江戸初期における伊勢のまちとご遷宮 

・遷宮を節目とする伊勢の現代まちづくり 

・シンポジウム「ご遷宮とまちづくり」 

来場者：１５０名 

 

（２）「みえｱｶﾃﾞﾐｯｸｾﾐﾅｰ 2013」（三重県生涯学習ｾﾝﾀｰ主催） 

＜講座名＞ 

・近現代の伊勢神宮  ・「節旗」考－古代の大嘗祭御禊行幸―  

来場者：のべ１０４名 

 

（３）名張市教育委員会と共催の「ふるさと講座」 

＜講座名＞ 

・初瀬街道の旅人 ―松阪から名張へ― 

・お蔭参りを歩こう ～名張市一の鳥居から～ 

来場者：１８４名 

 

（４）近鉄文化サロン阿倍野と本学共催講座 

＜講座名＞ 

・神道と仏教―神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離― 

・『古事記』を読む（中巻） 

・「伊勢の遷宮と心の蘇り」－建築ご神宝と遷宮諸祭－ 

・特別公開講座 

 １）「遷宮シリーズ」 

①伊勢神宮と「天衣」伝承 ―『愚昧記（ぐまいき）』 

嘉応元年二月四日条― 

②伊勢神宮苦難の時代 ―神宮式年遷宮の中絶と再興― 

③近世・近代の神宮式年遷宮―古儀復興と発展― 

２）特別公開講座 

①日本書紀―神武天皇東征― 

②万葉の歌人―大伴坂上郎女― 

③古文書を読もう(3)―式年遷宮の途絶と女房奉書を読む― 

④明治維新の源流―高山彦九郎の生涯― 

⑤日本書紀を読む―崇神天皇紀― 

⑥万葉の歌人―但馬皇女と穂積皇子― 

⑦古文書を読もう―北畠顕家の最期― 

⑧江戸時代の大名 

⑨明治維新の源流Ⅱ―蒲生君平と天皇陵 

⑩内丹―内なる錬金術と悟り ―道教と禅宗の関係について― 

⑪神道の作法と伝統 －拝と拍手－ 

来場者：のべ１，０９２名 

 



出張講座（平成25年度）

依頼先（団体・担当者等） 事業内容 開催日 開催時間 会場 担当講師

1
津市教育委員会
教育長　中野　和代

歴史講座
「伊勢参宮と津市の街道」
古代の東海道と参宮路

平成25年6月1日（土） 10：00～11：30
津市芸濃庁舎
2階大会議室

岡田登　教授

2
津市教育委員会
教育長　中野　和代

歴史講座
「伊勢参宮と津市の街道」
足利義満の伊勢参宮

平成25年6月8日（土） 10：00～11：30
津市芸濃庁舎
2階大会議室

岡野友彦　教授

3
津市教育委員会
教育長　中野　和代

歴史講座
「伊勢参宮と津市の街道」
足利義持の伊勢参宮

平成25年6月22日（土） 10：00～11：30
津市芸濃庁舎
2階大会議室

岡野友彦　教授

4
津市教育委員会
教育長　中野　和代

歴史講座
「伊勢参宮と津市の街道」
江戸時代の参宮街道

平成25年6月29日（土） 10：00～11：30
津市芸濃庁舎
2階大会議室

岡田登　教授

5
伊勢市教育委員会
生涯学習・スポーツ課
課長　中川　孝司

平成25年度≪前期≫公民館講座
伊勢の大神宮と式年遷宮

5月～9月（全5回）
毎月第3土曜日
※5・8月は第4土曜日

19：00～21：00
伊勢市小俣公民館
第１会議室

岡田登　教授

6
桜井市立図書館
指定時管理者㈱図書館流通センター
館長　座光寺　浩之

平成25年度　記紀万葉講演会（依頼） 平成25年6月30日（日） 14：00～15：30
櫻井市立図書館
研究室１

橋本雅之　教授

7
伊勢市教育委員会
生涯学習・スポーツ課
課長　中川　孝司

平成25年度学生ボランティア第１回研
修会への講師派遣について（依頼）

平成25年5月25日（土） 10：15～11：45
伊勢市生涯学習セン
ターいせトピア　学習室
２

板井正斉　准教授

8
三重県観光キャンペーン推進協議会
事務局長(三重県観光・国際局観光誘
客課長)

三重県と島根県の連携講座への講師
派遣について（依頼）

平成25年7月21日（日） 13：30～15：00
ビジョンセンター日本橋
(東京都中央区日本橋)

岡野友彦　教授

9
三重県観光キャンペーン推進協議会
事務局長(三重県観光・国際局観光誘
客課長)

三重県と島根県の連携講座への講師
派遣について（依頼）

平成25年8月4日（日） 10：00～12：00
ビジョンセンター日本橋
(東京都中央区日本橋)

櫻井治男　教授

10 川越町
出張講義
「伊勢の御遷宮」

平成25年7月20日（土） 10：00～ 川越町 木村徳宏　助教

11 川越町
出張講義
「古文書をよもう」（仮）

平成25年9月7日（土） 10：00～ 川越町 上野秀治　教授

12
三重県生涯学習センター
所長　河原　孝

みえアカデミックセミナー2013 平成25年7月13日（土） 13：30～
三重県文化会館
レセプションルーム

松本丘　教授

13
三重県生涯学習センター
所長　河原　孝

みえアカデミックセミナー2013 平成25年7月13日（土） 13：30～
三重県文化会館
レセプションルーム

加茂正典　教授

14 名張市教育委員会 ふるさと講座 平成25年9月7日（土） 14：00～
名張市武道交流館いき
いき・多目的ホール

高倉一紀　教授

15 名張市教育委員会 ふるさと講座 平成25年2月8日（土） 14：00～
名張市武道交流館いき
いき・多目的ホール

岡田登　教授

16
三重県生涯学習センター
所長　河原　孝

みえアカデミックセミナー2013
移動講座

平成25年9月8日（日） 13：30～15：00 熊野市（未定） 岡田　登　教授

17 いなべ市教育委員会
いなべ市民大学講座
「生き活きゼミナール」

平成25年10月19日（土） 14：00～
いなべ市員弁コミュニ
ティプラザ　集会室

深草　正博　教授

18 いなべ市教育委員会
いなべ市民大学講座
「生き活きゼミナール」

平成25年12月14日（土） 14：00～
いなべ市員弁コミュニ
ティプラザ　集会室

板井正斉　准教授



依頼先（団体・担当者等） 事業内容 開催日 開催時間 会場 担当講師

19
伊勢市立厚生小学校
校長　山口　正雄

５年生総合学習
　・江戸時代を中心とした、
　昔の伊勢の様子
　・お伊勢参りと伊勢の人々

平成25年7月3日（水） 10：40～11：25
厚生小学校ランチルー
ム

千枝大志　助教

20 読売新聞主催
「教えて！遷宮」
ギャラリートーク

平成25年6月22日（土） 14：30～
おかげ横丁　大黒ホー
ル

櫻井治男　教授

21
朝日カルチャーセンター共催講座三
重県立図書館・

「伊勢」対談（植島啓司氏との）
伊勢信仰の深遠

平成25年7月13日（土） 15：30～17：00
朝日カルチャーセンター
中之島教室

櫻井治男　教授

22 仏教看護・ビハーラ学会
仏教看護・ビハーラ学会　第９回年次
大会
講話「伊勢神宮と遷宮について」

平成25年8月24日（土） 10：15～11：00 皇學館大学　６２１教室 木村徳宏　助教

23 仏教看護・ビハーラ学会

仏教看護・ビハーラ学会　第９回年次
大会
基調講演「神道と死生観-「超生出死」
の意味－」

平成25年8月24日（土） 10：15～11：00 皇學館大学　６２１教室 櫻井治男　教授

24
三重県生涯学習センター
所長　河原　孝

三重県生涯学習センター人材育成事
業の青少年健全育成活動研修会
青少年のコミュニケーション事情
　～若者をよく知れば、きっと大人も変
わる！？～

平成25年11月16日
（土）

10：00～11：30
東員町総合文化セン
ター
２階　講習室

森　真一　教授

25 志摩市役所　保健福祉部
「志摩市あんしん見守り協力員」研修
会

平成25年9月下旬 午後～ 志摩市役所会議室 山路　克文

26
津市教育委員会
教育長　中野　和代

津市「文学講座」

平成25年10月26日
（土）
平成25年11月16日
（土）
平成25年11月30日

10：00～11：30
津市中央公民館　会議
室

三品准教授
高倉教授
松下准教授

27
四日市地域総合会館
あさけプラザ
館長　川北　秀之

「久留倍官衙遺跡学習講座」
※連続４回講座のうちの１回

平成25年10月5日（土） 10：00～11：30
四日市地域総合会館あ
さけプラザ　２階小ホー
ル

岡田登　教授

28
四日市市小山田地区市民センター
館長　近藤　弘

郷土史講座
平成25年10月27日
（日）

14：00～
小山田地区市民セン
ター
2階　大会議室

岡田　登　教授

29
四日市市市民文化部楠総合支所
支所長　一尾　昇司

楠公民館　言語講座
「方言の楽しみ」

平成26年2月6日（木） 14：00～15：30
四日市市楠総合支所
楠公民館

齋藤　平　教授

30
桜井市立図書館
指定時管理者㈱図書館流通センター
館長　座光寺　浩之

平成25年度　記紀万葉講演会（依頼）
平成25年11月23日
（土）

14：00～15：30
櫻井市立図書館
研究室１

大島信生　教授

31
南西地区県立学校教育振興会
国語教研世話役
伊勢高校　山本美由紀

2013年度　南西地区県立学校教育振
興会国語科研修会

平成25年12月6日（木） 13：30～16：00 伊勢高校 齋藤　平　教授

32
みえ熊野学研究会
東紀州地域振興公社

みえ熊野学地域巡回講座
in紀宝町
「風土が生んだ名作
　佐藤春夫『山妖海異』の世界」

平成26年3月19日（水） 19：00～

紀宝町生涯学習セン
ター
まなびの郷　２階研修
室

半田　美永　教授
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